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日本中東学会年報 ＡＪＡＭＥＳ 

 
【令和元(2019)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 
 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

 Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

○ Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
応募時点の目標は、国際連携強化、日本中東学会年報（AJAMES）のオープンアクセス化に対

しては、当初の目標近く達成されている。しかし、日本中東学会年報（AJAMES）の欧文化率が２

０１８年度に一時低下（前年度５２％から４４％）したことは懸念材料として残るが、これまでの

国際化への取組は評価でき、今後に期待する。 
 

 


